
手口その①
警察官や銀行員を名乗って電話をかけてくる！
　「あなたの口座が悪用されています。」
　「キャッシュカードを回収します。」
　「手続き上必要なので暗証番号を教えてください。」

手口その②
実際に犯人が自宅にキャッシュカードを取りに来る！
　「カードを作り直す」等と言って、カードを持って帰ってしまいます。

手口その③
聞き出された暗証番号を使用され、お金を引き出される！

◎被害に遭わないために・・・

安全・安心まちづくり推進室

＊安全・安心まちづくり推進室室長あいさつ＊

室 長 枡 谷 康 治

～こんな詐欺、知ってますか？～

平 成 ３ ０ 年 ４ 月 ５ 日
大 分 県 警 察 本 部

生 活 安 全 企 画 課

安全･安心まちづくり推進室通信

キャッシュカード手交型詐欺が増加傾向

この度、新しく安全・安心まちづくり推進室の室長に着任いたしま

した、枡谷（ますたに）です。

皆様方には、平素から「日本一安全な大分」の実現に向けて献身的

にご尽力いただき、誠にありがとうございます。

昨年、刑法犯認知件数を１４年連続で減少させることが出来ました

が、これは警察の力によるものだけではなく、皆様方と力を合わせて

実施した防犯活動の成果であると考えております。

今年度も、更なる安全・安心な大分を目指し、室員一同尽力して参

りますので、今後とも皆様方のお力添えをよろしくお願いします。

※最近、大分県内で「キャッシュカードを作り直す間、これ

以上被害に遭わないために、カードを封筒に入れて封印をし

ておきましょう。」などと持ちかけて、被害者にキャッシュ

カードを封筒に入れさせ、被害者が目を離した隙に、犯人が

別に用意していた封筒（ダミーのカード入り）とすり替える

手口も確認されています。

他人に絶対暗証番号を教えない！

キャッシュカードを渡さない！

第三者に相談する！

注意！



見守り時のチェックポイント

見た目では不審者かどうか判断が難しい！

不審者情報を知ることが大切！

今年度もよろしくお願いします！
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声かけ事案認知件数

H29 H30

子どもの見守りをお願いします
入学シーズンが到来しました！

子どもたちも新生活の始まりに、期待に胸を膨らませていることと思います。

しかしながらこの時期、子どもたちへの声かけ事案が増加し始める時期で

もあります。

不審者の手から子どもたちを守るためにも、子どもたちの見守りをお願いし

ます。
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春から夏にかけて日が

長くなります！子どもた

ちの帰宅が遅くなりが

ちです。

「顔を隠していない一見普通な人」が不審者である場合も多く見受けられます。

不審者かどうか分からないものの、「何をするでもなく同じ場所に長く滞在」「きょろきょろして挙動不審」と

いった人を見かけた時は、パトロールのステッカーを付けた車や、パトロール腕章等をつけて、対象者の付

近を通ったり、思い切って「こんにちは。」とあいさつをしてみたりすることで、もしその人が不審者であった時、

相手を牽制することが可能です。

～ パトロールをする姿を見せることが効果的 ～

県内の不審者情報や、危険箇所を把握することで、より効果的な見守り活動が出来ます。

県警では、最新の不審者情報などを「まもめーる」で配信中です。

メールの場合は、「e@ansin-oita.jp」に空メールを送って登録して下さい。

アプリの場合は、Android対応のスマートフォンをお持ちの方は「Google Play」、 iPhoneをお持ちの方は

「App Store」から、「まもめーる」と検索し、アプリをダウンロードしてください。

アプリでは声かけ事案や車上ねらいなどが発生した危険箇所を地図上で確認する機能もあります。

下記のＱＲコードでもダウンロードできます。

【Android携帯はこちらから】 【iPhoneはこちらから】


